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202３年２月 1１日 

 特定非営利活動法人 風テラス 

 

夜職女性に向けた食料支援「にいがた夜食便」 

全国初の支援モデルを新潟から 

～「困っている」のサインを受けとめます～ 

 

県内各地の母子世帯などに食料の無料配布を行っている県フードバンク連絡協議会（事務局・三条市）と、性風俗

ではたらく人の生活困窮者への無料生活・法律相談を提供している NPO法人 風
ふ う

テラス（新潟市：理事長・坂爪真

吾）は、2022 年９月より県内の夜職で働く女性の世帯に向けた食料支援を開始しました。 

コロナ禍や物価高が続く中、母子世帯だけでなく、生活困窮にある単身女性世帯に対しても支援を行っており、2023

年２月 10日現在で 80人が利用者として登録しています。 

公的な福祉窓口では「職業」や「毎月の収入」などの聞き取りがあるために抵抗を感じてつながりづらかった女性からも

「困っている」と伝えるだけで安心して利用することができると好評を得ています。また、支援制度からこぼれがちだった単身の

若年女性にも支援を届けられるこのような取り組みは全国的にも例がなく、県内にとどまらず、全国に波及する「支援モデ

ル」となれるよう実績を積んでいきたいと考えています。 

 

◆にいがた夜食便の概要 

 

【提供内容】 

米、レトルト食品、生鮮品、冷凍食品、子ども向け食品など 

１世帯につき毎月１回配達（宅急便またはスタッフが直接配達） 

 

【申し込み方法】 

LINE公式「にいがた夜食便」に友だち追加→予約フォームより申し込み 

 

【対象者】 

夜職（性風俗店に在籍するキャスト、男性向けエステ店のセラピスト、チャットレディ、キャバクラ、コンパニ

オンなどの夜職女性） 

 

【LINE公式登録の推移】 

2022 年 10月 23 人→同 11 月 :55人→同 12月：73 人→2023年 2 月：80 名 

 

 



◆背景 

2023年 2月現在、県内の性風俗店ではたらく女性は約 7000人（※）にいるとされています。この中

には、家族を頼れない若者や中高年女性、シングルマザー、知的障害などの困難を抱えた女性が一定数存

在しています。しかし、コロナ禍により、自立の手段として選んだ夜の世界でもほとんど収入が得られない女性が

あふれかえる事態となりました。生活面での困窮に加え、多重債務や精神疾患、ＤＶ・性暴力被害などの重

大な課題に直面しているものの、女性の多くは性風俗店などで働いていることが足かせとなり、どこにも相談でき

ず、孤立し、困窮を深めている方もいます。 

そこで私たちは新潟県の補助などを活用して、2021年 9 月～2022年 3月、女性が在籍する県内の性

風俗店を訪問し、食料を配布する取り組みを行いました。2022 年 9月から再始動した今回の支援では、

夜職女性の中でもより困窮されている世帯に支援を届けられるよう、世帯ごとへの「個別配達」の方式を導入

しました。私たちは「食」を通じて、夜職の女性と社会をつなぐ橋となり、人生のある時期に性風俗の世界に入

っても、誰も孤立することない社会づくりを目指しています。 

 

※風俗情報サイトシティヘブンネットの在籍女性数を参照 

 

◆周知活動 

【店舗訪問】 

私たちの食料支援の活動に協力してくださった県内の性風俗店の事務所（待機室）を訪れ、店舗に在籍す

る女性の中で、食費などに困っている方に LINE登録をしてもらえるよう、店舗のスタッフなどに呼び掛ける活動

を続けています。 

【SNS活用】 

Twitterなどの SNS を活用して、県内の夜職女性に対して、安心して利用できることをお伝えしています。 
 

 

 

 

 

  

 

◆法人概要 

特定非営利活動法人 風テラス  設立年月日：2022 年（令和４年）4月 

理事長：坂爪真吾  所在地：新潟県新潟市西区松美台 8-69-2F 

活動内容：性風俗ではたらく生活困窮者への無料法律・生活相談、食料支援、啓発活動、書籍発行 

 

新潟県フードバンク連絡協議会  設立年月日：2020年（令和２年）4月 

所在地：新潟県三条市北新保 1-20-18 

活動内容：フードバンク活動に取り組む県内 22団体（2022.11 現在） が連携し、社会的・経済的に困難な状況

に追い込まれている子育て家庭、ひとり親家庭への食料支援 

 

 

◆「にいがた夜食便」に関する問い合わせ窓口◆ 

NPO法人風テラス事務局 米盛（Yonemori） 

Mail :info@futeras.org 



 

これまで店舗に配布したチラシより 

 


